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＜連絡事項＞

· 労働者代表信任投票を5/30（月）までに対象職員は行うこと。

· 18、19日に八戸短期大学の看護学生が実習予定。

13：00～14：00施設説明

14：00～15：00現場実習

· 本日14：00～アドバイザー報告会、15：30～食事改善委員会のため、山田が不在となる。

· 本日15：00～病院業務のため、小嶋が不在となる。

· 5/19（木）16：00～プログラム検討会実施予定。

· 5/20（金）13：00～14：30財団講習会講師のため、小嶋が不在となる。

· 5/20（金）15：00～教育委員会のため、山田が不在となる。

· 5/23（月）14：00～治療体制検討会実施予定。

· 5/25（水）14：30～17：00決算検討会が行われるが、通所・外来・栄養・心理など各部署での発注物品の数量を把握する為に、カンファレンス内で必要最小限の数量について話し合う予定。

· 毎月第4木曜日17：30～幸房にてNPOの勉強会を実施しているため都合のつくスタッフは参加してください。

· 5/11（水）から隔週で心理検査の勉強会を16：00から行うため、小嶋が不在となる。

· 19、20日ローテーション研修あり。

· H23年度の各担当メンバーが決まり次第、カンファレンス予定表に記載する事。

＜利用者様情報＞

巴　　勇樹　様～お父様より、本人が風邪気味である事を外来受診時に担当医へ伝えてほしいと

連絡あり。本人からも担当医へ報告するよう説明し、情報提供も行なっている。

鈴木　恵美子様～昨日、山田健次様からお金をもらっていた事について、本人、山田健次様、担当スタッフ2名で面談を行っている。山田健次様からお金をもらっていた件について確認をすると、自分から「ちょうだい」と言ったわけではなく、善意として差し出されたお金（500円）をもらったとのこと。1000円もらっていた件について尋ねると「誰かと間違えてるんじゃないの」とごまかすような反応をしている。明日、スタッフ立会いの元500円を山田健次様に返すこととしている。以前にも金銭のやり取りをしていたことがあるため、貸し借りについて再指導している。母様、青明舎に情報提供している。

　　　　　　　　　　　本日、スタッフ立会いの元500円返金されている。

　　　　　　　　　　　また、晴山様へ400円貸していたことを思い出し、昨日400円返してもらった事を報告されている。各スタッフに対し話す内容が違っているため、詳細について確認していく。

晴山　美智子様～デイケアを1ヶ月近く欠席されているため、自宅へ連絡し生活状況の確認を行なっていく。

繁名　和恵　様～本日体調不良のため欠席されているが、外来受診の報告のため来所されている。目の奥がチクチクと痛みがあり、物がぶれて見える事を担当医へ伝え、サンコバ点眼液処方されたと報告されている。

我満　奈津紀様～昨日、外来受診時に担当医へ相談した内容について面談を行っている。本人が子供をほしいと思っていることについて担当医は反対せず、経済基盤が安定するのであれば出産を考えても良いと話していたとの事。本人は、今まで希望した事がかなわず、今回もかなわないのであれば「死んだ方が良い」と考え込み、夜間眠れなかったと話されている。担当医からのアドバイスを受け、現在の生活の振り返りを行い、交際相手と入籍するのか、生活保護費はどうなるのか、お父様への報告はどうするのかなど出産に向けて行う事を確認している。また、当面は娘様の通学が落ち着くまでは喫煙本数を減らす事を目標としている。

　　　　　　　　本人が昨年秋に避妊具の交換を行なっておらず、現在は避妊具が入っていない状態となっている。本人より、娘様が咳き込んでおり内科受診したところ、喘息と診断されたと報告されている。

倉石　ヨシエ様～午前のプログラムのレクリエーションは参加拒否されており、右胸が針で刺したようにチクチクと痛いと話されている。帯状疱疹発症後から、時折痛みがあるとの事。運動プログラムでは、動きは小さいが行う事が出来ている。本人からの訴えがあった際は傾聴し、痛みがある時は見学していただく。

五日市　公　様～本日も多弁で経過され「誰かが自分の話を盗み聞きしている」と話される事あり。トラブルのないよう観察していく。

＜外来情報＞

巴　　勇樹　様～風邪を引いたと報告されている。発熱はないが、ＰＬ顆粒5日分処方となっている。

管野　勝利　様～体重が前回測定時61.4kg、今回60.2kgとなっており、食事に気をつけていると話されている。

四戸　冷子　様～今回の採血結果は、前回HbA1c6.9から7.2に増えている。食後2時間半後の血糖値が291となっており、アマリールが3錠から4錠に増薬となっている。低血糖症状に注意するようアドバイスあり。

本多　富美　様～風邪を引いたと話されている。発熱なし。葛根湯7日分処方となっている。

大久保　康弘様～ロナセン減薬後より、頭の圧迫感がなくなり軽くなったと話されている。幻聴は変わらずあるとの事。早朝覚醒あるとの事で、頓服でロンフルマン処方となっている。

繁名　和恵　様～先週から眼球の奥がチカチカすると訴えている。二重分裂をした事やデイケアを欠席した事を報告されている。薬物調整を行なっている。ハロマンス筋注施行。

高柳　和子　様～意欲がなくなったり、胸が苦しいと話されている。希死念慮はないと話され、担当医より希死念慮があった時は頓服薬服用し休養するようアドバイスされている。言動に注意し観察していく。

＜勉強会＞

障害者自立支援法について

①障害の種別（身体障害･知的障害･精神障害）にかかわらず、障害のある人々が必要とするサービスを利用できるよう、サービスを利用するための仕組みを一元化し、施設・事業を再編
②障害のある人々に、身近な市町村が責任をもって一元的にサービスを提供

③サービスを利用する人々もサービスの利用量と所得に応じた負担を行うとともに、国と地方自治体が責任をもって費用負担を行うことをルール化して財源を確保し、必要なサービスを計画的に充実

④就労支援を抜本的に強化

⑤支給決定の仕組みを透明化、明確化
制度間の負担の不均衡を解消
・医療費のみに着目した負担（精神通院医療）と、所得のみに着目した負担（更生医療・育成医療）を、「医療費と所得の双方に着目した負担」の仕組みに統合する。

・障害に係る公費負担医療制度間での負担の不均衡を解消し、医療費の多寡と所得の多寡に応じた、公平な負担をお願いする。

・障害のある方にも制度を支える一員として負担をお願いしつつ、公費負担医療の給付を、低所得の方などに重点化する。

入院時の食費標準負担は自己負担へ

・在宅で治療を受けていても入院で治療を受けていても、費用負担が公平になるようにする。

所得の低い方等へは負担の軽減を図る

・定率負担については、所得の低い方には月当たりの負担額に上限を設定する。

・所得の低い方以外にも、継続的に相当額の医療費負担が発生する方（「重度かつ継続」）には、月当たりの負担額に上限を設定する。

負担を軽減する仕組みは・・

	(1)
	　原則は定率１０％負担だが、医療保険の自己負担限度額によって負担が増え過ぎることにはならず、さらに、所得の低い方には月当たりの負担額に上限を設定する。
　・

生活保護世帯の方なら、０円

　・

市町村民税非課税世帯で障害基礎年金２級（月６．６万円）のみ受給程度の収入の方なら、２，５００円まで
　・

市町村民税非課税世帯の方なら、５，０００円まで



	(2)
	　所得の低い方以外についても、継続的に相当額の医療費負担が発生する方（「重度かつ継続」）には、月当たりの負担額に上限を設定する。
＜上限額＞

　・

市町村民税課税で市町村民税額（所得割）が２万円未満の世帯の方なら、５，０００円まで

　・

市町村民税額（所得割）が２万円以上２０万円未満の世帯の方なら、１０，０００円まで

　・

市町村民税額（所得割）が２０万円以上の世帯の方なら、２０，０００円まで（経過措置）

＜当面の「重度かつ継続」の範囲＞

　・

疾病等から対象になる者

　精神通院医療

：

(1)

統合失調症、躁うつ病・うつ病、てんかん、認知症等の脳機能障害、薬物関連障害（依存症等）

(2)

3年以上の精神医療の経験を有する医師により、以下の病状を示す精神障害のため計画的・集中的な通院医療（状態の維持、悪化予防のための医療を含む。）を継続的に要すると診断された者として、認定を受けた者

・

情動及び行動の障害

・

不安及び不穏状態

　更生・育成医療
：

　腎臓機能障害、小腸機能障害、免疫機能障害

　・

疾病等に関わらず、高額な費用負担が継続することから対象となる者

　精神・更生・育成

：

　医療保険の多数該当の者



	(3)
	　育成医療については、対象者に若い世帯が多いことなどを踏まえ、月当たりの負担額に特別な上限を設定する激変緩和の経過措置を講じる。
＜上限額＞

　・

市町村民税課税で市町村民税額（所得割）が２万円未満の世帯の方なら、１０，０００円まで

　・

市町村民税額（所得割）が２万円以上２０万円未満の世帯の方なら、４０，２００円まで



ケース１（精神通院）　統合失調症（「重度かつ継続」に該当）のため、デイケア等を利用している事例（月額医療費約１５万円）
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